
縁側の豊かさ 

低く水平に長い軒先は、日本建築の特徴の一つでもあります。そこに包まれてできる縁側。 

本来私たちの家は、縁側という外でも内でもない、あいまいな空間をとても大事にしてきました。 

人は玄関から来るのではなく、縁側から来てこんにちは。 

そこに腰かけてひなたぼっこしたり、お茶を飲んだり。 

今ではよくデッキテラスと言ってますが、「縁側」という言葉を私は大事にしたいと思います。 

 

 

 

 


